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１　はじめに 

　当所では、人と環境からの下痢症原因菌調査と

して鳥取市街地の河川水と下水および東部、中部

の医療機関２定点より採取した小児下痢症患者の

便について、サルモネラ、ビブリオ、カンピロバ

クター、病原大腸菌などの腸管系病原菌の分離を

行っている。そこで、今年度の結果について報告

する。 

 

２　材料と方法　　　　　　　　　　　　　

（１）調査期間　　　　　　　　　　　　　　　

　　2001年4月～2002年3月　　　　　　　　　　

（２）材　　料　 

　　　環境：鳥取市内の河川定点(4)、下水定点

　　　(1) において採取した水、および各定点に

　　　72時間沈めたガーゼタンポン。各定点の場

　　　所は表１のとおり。 

　　　人　：小児科定点（東部1、中部1）を受診

　　　　　　した下痢症患者便25検体を用いた。 

（３）方　　法 

　　１）サルモネラ：セレナイト培地中42℃18時

　　　　間増菌培養後、SS・DHL寒天培地で分

　　　　離培養。 

　　２）ビブリオ：37℃アルカリペプトン水中8

　　　　時間次いで、ポリミキシンブイヨン中18

　　　　時間増菌培養後、TCBS寒天培地で分離

　　　　培養。 

　　３）カンピロバクター：プレストン培地中42

　　　　℃20時間増菌培養（微好気）後、CCDA

　　　　培地で分離培養。 

　　４）病原大腸菌：TSB培地中44.5℃24時間増

　　　　菌培養（振とう）後、DHL・マッコン

　　　　キー寒天培地で分離培養。 

　　５）1)̃4)で分離した菌株について、それぞ

　　　　れの常法に従い同定、血清型別を行った。 

３　結果および考察 

（１）環　　境 

　　＜サルモネラ＞ 

　　　環境でのサルモネラの定点別月別分離状況

　　　を表1に示す。 

　　　サルモネラは陰性対照の定点7を除くすべ

　　　ての定点より分離された。また市街地下流

　　　に位置する定点4は下水（ポンプ場）に次

　　　いで多数分離された。 

　　　環境でのサルモネラの血清型別月別分離状 

　　　況を表２に示す。 

　　　今年度分離された血清型はＳalmonella Ty

　　　phimurium、Ｓ.Corvallisの順に多く、　　

　　　Ｓ.Enteritidis, Ｓ.Infantisが次いだ。10, 11

　　　月、定点4と6から連続してＳ.Corvallisが3

　　　株分離された。 

　　＜ビブリオ＞　 

　　　ビブリオも陰性対照の定点7を除くすべて

　　　の定点から分離された。Ｖibrio cholerae non01、

　　　Ｖ.alginoliticusが多かった。 

　　＜病原大腸菌、カンピロバクター＞　 

　　　病原大腸菌は26菌株を分離したがいずれも

　　　毒素産生性はなかった。腸管出血性大腸菌、

　　　カンピロバクターは河川水、下水とも分離

　　　されなかった。 

（２）人　　 

　　　小児定点から分離されたのは、Ｅscheri　

　　　chia coli16株(7血清)とＳtaphylococcus aur

　　　eus　4株であった。病原大腸菌はすべて毒

　　　素産生性はなかった。 

４　まとめ 

（１）平成13年度中に環境から37株22血清のサル

　　　モネラ菌を分離し、Ｓ.Typhimurium、　

　　　Ｓ.Corvallisの順に多く、Ｓ.Enteritidis、　

　　　Ｓ.Infantisが次いだ。 

（２）環境および小児科定点のいずれからも腸炎 
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　　　ビブリオの分離はなかった。 

（３）環境および小児科定点のいずれからも腸 

　　　管出血性大腸菌の分離はなかった。　 
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